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彼らが選んだ，無次元のコントロールパラメータは G= VT/Ro (V:しずくの移動速度，







た方向が選ばれる.そして，Gが小さい極限で，開度角は 137.50 を示すのである 4す

















































































数として，u(t)， v(t) ，パラメータ α，b，c，d>O，eに対して発展則
V-J-3 
合=cu -dv十e











































A → X 
B+X → Y+D 
2X十Y → 3X
X → E 
で表される.その反応物質 X，Yの濃度に関する常微分方程式は
X A-(B+l)X十X2K








x 土与 D 
k1(X) = α-bX， 
で表現することができる.増殖速度んは，指数成長の部分 αと，個体数密度によっ
て飽和する効果 bからなるとしている.このとき，個体数密度 X の従う発展方程
式は，

















Michaelis -Menten型反応速度に関する式が得られる.基質 S，酵素 E，中間生成物
X，反応生成物 P，反応速度定数 k1，k2，んとして，
ム k3 






































ふ=乞 LijXj+ L N2 ijkXjXk十乞 N3ijk内 XkXl十・


























:土 =CIZ - C2Z2 (Z E R) 
:土ニ CIZ- C3Z3 (ZεR) 











































































Ui αUi -b叫 - u~ + K1 (U -Ui) 
Vi 二 CUi-d叫十K2(v一叫)
という形で平均場結合している N 個の同一の素子集団を考える.ここで， α，b，c，d，K2




越える (K2> K2c)と， 1-クラスタ状態は不安定化し，各個体は (U(l)，V(l))か (u(2)7υ(2))
かどちらかの状態に「分化jし，いわゆる 2-クラスタ状態を作る.この 2-クラスタ状態






























X(x， t) = F(X; {マ})
ここで xは位置を， Vは空間微分を表す.空間微分の入り方にはい.V)や V4など，
様々な種類があるが，特に，次の式で表されるものを反応拡散方程式とよぶ.





























数 U(x，t)，り(x，t)，パラメータ α，b，c，d，の他に，拡散係数 D，D'> 0を導入し，簡単のた
め e=Oとする.
(…-bvー がゅの
心=CU - dv 十 D'θ3u
境界条件を適当に決めた後，原点 (US，vs) = (0，0)での一様状態という自明な解に関する
安定性解析を行えば，擾吉LOU，OVの Fourier成分 OUk(t)，OVk(t)に対して
(叶=(α-m2 -b )(似た)
OVk) ¥ c -(d + D'k2) ) ¥ OVk 
が成立する.全ての波数 kに対して安定であるためには， Tr = (α-Dk2) -(d+ D'k2)く O
かつ Det=-(α-Dk2)(d + D'k2) + bc > 0であれば良い.前者は常に成立するが，後者
は，D'が大きい時破れうる.このとき，一様状態は不安定化し，正の固有値を持つ波数
成分が成長しはじめる.特に， 0でない有限の波数 kのモードが最初に不安定になる場



















重み付の平均場左(x，t) = J G(lx' -xl)X(ピ)dx'を通した結合モデル
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